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効
率
的
な
行
政
運
営
を
行
い
、

住
み
よ
い
安
曇
野
を
目
指
し
ま
す

平
成
17
年
10
月
の
合
併
以
降
、
市
役
所

庁
舎
は
9
カ
所
に
分
庁
さ
れ
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
は
組
織
な
ど
が
分
か
り
づ
ら
く
、

大
変
ご
不
便
を
お
掛
け
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
庁
舎
間
の
移
動
に
か
か
る
諸
経

費
な
ど
で
、
年
間
約
１
億
円
余
の
無
駄
な

経
費
を
費
や
し
、
非
効
率
な
行
政
運
営
が

続
い
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
弊
害
を
な

く
す
た
め
、
こ
れ
ま
で
本
庁
舎
建
設
に
つ

い
て
は
、
市
議
会
や
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の

説
明
会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
通

じ
、
ご
意
見
を
お
聴
き
し
な
が
ら
進
め
て

き
ま
し
た
。
建
設
費
は
合
併
特
例
債
を
活

用
し
、
計
画
的
な
財
政
運
営
に
配
慮
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
分
散
し
て
い
た
本
庁
機
能
を

集
中
す
る
こ
と
で
、
多
様
化
す
る
住
民
サ

ー
ビ
ス
へ
対
応
が
で
き
、
効
率
的
な
行
政

運
営
が
実
現
で
き
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
集
う
庁
舎
に

東
日
本
大
震
災
で
は
、
人
の
つ
な
が
り

や
、
市
役
所
の
業
務
継
続
機
能
の
必
要
性

を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
耐
震
性

に
優
れ
、
ま
ち
づ
く
り
・
防
災
の
拠
点
と

な
る
庁
舎
が
で
き
る
こ
と
で
、
大
規
模
災

害
へ
の
備
え
と
、
平
常
時
は
市
民
の
皆
さ

ん
が
集
い
、
交
流
を
深
め
る
場
と
し
て
活

用
で
き
ま
す
。

2
年
後
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
財
産
と

な
り
次
代
へ
引
き
継
が
れ
る
庁
舎
が
完
成

し
ま
す
。
職
員
意
識
の
向
上
を
図
り
、
効

果
的
で
効
率
的
な
行
政
運
営
と
、
市
民
の

安
全
・
安
心
を
守
る
施
策
を
進
め
て
い
き

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

市
で
は
、
昨
年
12
月
に
新
本
庁
舎

基
本
設
計
を
基
に
、
実
施
設
計
を
ま

と
め
ま
し
た
。
本
年
の
2
月
5
日
に

は
建
設
業
者
の
一
般
競
争
入
札
を
行

い
、前
田
・
岡
谷
特
定
建
設
工
事
共
同

企
業
体
が
落
札
し
、2
月
26
日
に
契
約

案
件
が
市
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
3
月
27
日
に
起
工
式
を
行

い
、
平
成
27
年
5
月
の
使
用
開
始
に

向
け
て
工
事
を
始
め
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

い
た
だ
い
た
多
く
の
意
見
や
提
案
を

踏
ま
え
、
ま
ち
づ
く
り
と
防
災
の
拠

点
と
な
る
「
質
実
剛
健
で
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
喜
ば
れ
、
次
世
代
へ
引
き

継
が
れ
る
市
庁
舎
」
を
建
設
し
て
い

き
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
、
現
場
周
辺
の
皆

国
の
財
政
支
援
制
度
を
活
用
し
、

市
の
財
政
負
担
を
減
ら
し
ま
す

市
本
庁
舎
建
設
の
主
な
財
源
と
し

て
、
地
方
債
の
一
つ
で
あ
る
合
併
特

例
債
を
活
用
し
ま
す
。
こ
の
合
併
特

例
債
は
、
合
併
し
た
市
町
村
が
合
併

の
翌
年
か
ら
10
年
間
に
限
り
（
本
市

の
場
合
は
平
成
27
年
度
ま
で
）
新
市

建
設
計
画
に
基
づ
く
事
業
を
対
象
に

活
用
で
き
ま
す
。（
※
注
１
）

合
併
特
例
債
は
、
対
象
と
な
る
事

業
費
の
95
％
を
借
り
入
れ
る
こ
と
が

で
き
、
借
り
入
れ
後
に
毎
年
返
済
す

る
元
利
償
還
金
（
元
金
と
利
子
の
合

計
額
）
の
70
％
相
当
額
が
そ
の
年
の

普
通
交
付
税
算
定
時
に
基
準
財
政
需

要
額
と
し
て
算
入
さ
れ
ま
す
。（
現

在
の
安
曇
野
市
に
お
け
る
普
通
交
付

税
算
定
状
況
で
は
、
基
準
財
政
需
要

額
に
算
入
さ
れ
た
70
％
相
当
額
は
、

そ
の
ま
ま
普
通
交
付
税
と
し
て
交
付

さ
れ
て
い
ま
す
）
な
お
、
合
併
特
例

債
対
象
外
事
業
費
分
と
5
％
分
（
95

％
の
残
り
）、
30
％
相
当
額
分
（
基

さ
ん
や
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

準
財
政
需
要
額
の
算
入
分
以
外
）
は

一
般
財
源
（
税
金
等
）
等
で
賄
い
ま

す
。
合
併
特
例
債
を
活
用
し
な
い
で

本
庁
舎
を
建
設
し
た
場
合
に
は
、
全

額
を
一
般
財
源
等
で
賄
わ
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
当
然
、
活
用
し
た
場
合
と

比
べ
る
と
住
民
負
担
は
大
き
く
な
り

ま
す
。

計
画
的
に
合
併
特
例
債
を
活
用

今
回
の
新
本
庁
舎
建
設
工
事
の
場

合
、
契
約
金
額
を
基
に
合
併
特
例
債

発
行
額
を
試
算
す
る
と
、
約
49
億
５

４
８
０
万
円
（
契
約
額
の
95
％
相
当

額
）
と
な
り
、一
般
財
源
等
で
負
担

す
る
額
が
約
2
億
６
０
８
６
万
円（
残

り
5
％
相
当
額
）
と
な
る
予
定
で
す
。

地
方
債
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
財

政
計
画
等
に
基
づ
き
計
画
的
に
進
め

て
い
ま
す
。
市
で
は
、
未
来
へ
継
承

す
る
有
形
財
産
を
構
築
す
る
に
あ
た

り
、
有
利
な
財
源
を
有
効
に
活
用
し

て
ま
い
り
ま
す
。

巻
頭
◎
ま
ち
づ
く
り
と
防
災
の
拠
点

新
本
庁
舎
建
設
工
事
始
ま
る

　

市
で
は
、
昨
年
12
月
に
新
本
庁
舎
建
設
工
事
の
実
施
設
計
を
ま
と
め
、
2
月
に
一
般
競
争
入
札
を

行
い
建
設
業
者
を
選
定
し
ま
し
た
。
平
成
27
年
5
月
の
使
用
開
始
に
向
け
、
新
本
庁
舎
建
設
工
事
が

い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
経
過
や
新
本
庁
舎
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

３
月
27
日
に
起
工
式
を
開
催

本庁舎完成イメージ

新本庁舎立体模型

●建設概要

■
本
庁
舎
建
設
に
あ
た
り

巻頭◎新本庁舎建設工事始まる

市
民
の
安
全
を
守
り
、
質
実
剛
健
で
、

次
代
へ
引
き
継
が
れ
る
庁
舎
を
建
設
し
ま
す

安曇野市長 宮澤宗弘

工 事 名 安曇野市新本庁舎建設工事

建設場所 安曇野市豊科 6000 番地

敷地面積 17,630.47 平方メートル

延べ床面積 21,247.02 平方メートル（地下駐車場含む）

契 約 額 52 億 1,566 万 5 千円（税込）

工　　期 平成 25 年 2 月 26 日～平成 26 日 12 月 19 日

設 計 者 内藤・小川原・尾日向設計共同企業体

施 工 者 前田・岡谷特定建設工事共同企業体

～
市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

本
庁
舎
建
設
の
財
源
は
？

※
注
１　

現
在
は
、
新
市
建
設
計
画
を
変

更
す
る
こ
と
に
よ
り
、
15
年
間
（
本
市

の
場
合
は
平
成
32
年
度
ま
で
）
ま
で
活

用
が
可
能
で
す
。

防災広場建設地

本庁舎建設地
豊科近代美術館

安曇野
赤十字病院


